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研究成果の概要（和文）：Craig(2009)は痛みの処理を可能とする認知能力と社会的な適応の進化は人の適応に
必要だったと指摘。我々は養育者は守るべき対象（子ども、動物）の痛みの表出に応じて病院受診のタイミング
を判断するという仮説を立て、獣医療、小児医療における実態を調査した。
その結果、養育者も飼い主も守るべき対象の痛みの表出応じて受診のタイミングを検討することが示唆された。
そのため、特異的な痛みの表出が見られる発達障害児や知的障害児に関しては、養育者がそのタイミングを必ず
しも理解できていない可能性が見られた。医療関係者は養育者、飼い主に対して対象となる子どもや動物の痛み
の表出の特性の関する情報提供が求められる。

研究成果の概要（英文）：We have examined the mechanism of pain expression in comparative manner.  
Based on Craig's view on pain as social communication process(2009), we hypothesized that caretaker 
takes care of the child or pet according to the pain expression of them.  Based on surveys to 
veterinarians and pediatrics indicated that dog breeds / disease differences were observed in their 
pain expression.  Children with autistic spectrum disorder or mental retardation had specific ways 
of expressing their pain. Survey of parents also suggested that they base on the observation of 
child's pain expression.  If the dog/child do not express pain much, they end up at the medical 
clinics with more severe conditions than others and such.  These results suggest that medical stuff 
need to explain the characteristics of pain expression of dog/child with various dog breeds/diseases
 accordingly.  Our hypothesis supported that pain expression is a communication tool to protect 
oneself and get help when expressed properly.

研究分野： developmental psychology
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研究成果の学術的意義や社会的意義
子どもの痛みの表出は自身を守ための大切なコミュニケーション機能であり、養育者は子どもとの相互作用にお
いて病院受診のタイミングを決めていることが明らかになりました。それは飼い犬と飼い主の関係においても同
じでした。痛みを訴えにくい発達障害児や知的障害に関しては受診の遅れにつながる可能性があり、極端に敏感
な場合は不要な受診にもつながる可能性があります。小児医療、獣医療関係者は子ども、動物と直接コミュニケ
ーションをとる立場にある養育者に対して子どもの特性、犬の犬種の特性を説明し、手遅れにならない受診、あ
るいは様子を見るタイミングを適切に指導することが求められます。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
痛みのメカニズムについて比較心理学の視点から検討した研究は限定的であった。Craig(2009)
は人の痛みの処理を可能とする認知能力は社会的な適応の一つであり、その進化は生きるため
に必要だったと指摘している。 
発達障害児の知覚過敏、鈍麻、知的障害児の表出の少なさ、被虐待児の特異的な反応などは知ら
れている。そのことからも痛みは必ずしも身体の状態を的確に反映しているのではなく、個々の
認知特性や経験がそこには影響している可能性が考えられた。 
発達障害児の場合は、その特異的な行動の一部は養育者の養育態度や特性（遺伝的要因も含めて）
を排除して考えることは困難である。 
ペットとして飼育されている犬や猫の痛みの表出は限定的で、人であればかなり痛みを伴うと
考えられる状況でも痛みの表出がほとんどない。 
何のために人は痛みを感じ、それを表出、あるいは我慢するのだろうか。特に養育者と子どもの
やりとりは、その社会的機能を示す可能性がある。小児科同様に獣医療においても、病気である
当事者ではなく、養育者が受診のタイミングを判断する。その点で飼い主と動物の関係は人の養
育者と子どもの関係と類似する部分がある。ただし、飼い主と動物の関係には遺伝的な要因が排
除される。 
痛みの表出や受診行動に関しての比較心理学的研究はほとんど行われていなかったが、痛みの
持つ機能を考える上では重要な視点と言える。 
 
 
２．研究の目的 
痛みは生存を脅かす事態が発生していることを知らせる危険信号であり、不快なものである。し
かし、動物の場合は人ほどに痛みの表出をせず、結果として病気の発見や怪我の悪化が起き、生
存を脅かす。人の場合は積極的に表出をすることが多く、その結果周囲に保護され、助けられる
ことも少なくない。つまり痛みの表出が自己を守ことにつながる。 
動物と人では痛みの表出が大きく異なることから、その比較を通して、人特有の痛みの機能につ
いて考えることが可能になる。人の場合、「痛いの、痛いの飛んでけー」で痛みが消える、知ら
ない人には痛みを訴えない、痛みは治ったが、痛みのエピソードを信頼できる人に話すなど、痛
みの表出には複数の機能が含まれる。一方で、痛みを表出しにくい発達障害児や知的障害児、あ
るいは極端に痛みを表出する子どもも存在し、受診のタイミングが遅れる、あるいは養育者が過
度な痛みに翻弄される場合もある。 
痛みそのもの、あるいは痛みの表出に社会認知的機能があり、それが進化の過程で獲得されたも
のだとすると、人が育種繁殖を重ねてきた家畜との比較を通してその機能について検討するこ
とが可能である。人がさまざまな用途を目的に家畜化した犬はある程度人とのコミュニケーシ
ョンが可能である。特に使役犬は具体的な目的のために訓練できるように繁殖されている。人は
犬にどのようなコミュニケーション力を求めたのか、その結果痛みをいかに表出するのかを検
討することで、人が求めるコミュニケーション能力について検討することが可能になる。 
 
 
３研究の方法 
・心理士、小児科医、獣医師がそれぞれの臨床経験から事例を集め、痛みの表出について検討を
重ねた。 
・小動物を担当する獣医師を対象に、病院受診行動について犬種別にランクづけを依頼。痛みに
対する敏感さ、受診時の状態（重症度）、診察室での行動特性、飼い主の行動特性などについて
５段階で判定を行った。 
・獣医師の調査を参考に、同様の調査を小児科医に対して実施した。小児科においては、疾患別
に同様の質問紙を配布、集計、解析を実施。 
・保護者に対して疾患別に痛みへの反応、病院受診等について質問、集計、解析を実施。 
 
 
４．研究成果 
症例検討 
人の場合は特異的な痛みへの反応を示す子どもが一定数存在していた。全身関節痛、皮膚刺激過
敏を呈し、複合性局所疼痛症候群（complex regional pain syndrome:CRPS)と診断された、ASD
児、多発性骨折で搬送されるが、死や疼痛への恐怖感が乏しい ASD 児、リストカットで痛みを感
じない ASD 児など、ASD 児の中には極端に痛みを表出する事例、しない事例など、定型発達児と
はかなり状況が異なる事例が報告された。知的障害児の子どもの中には「痛い」という表出がで
きないが、保育士の繰り返しの声掛けで自ら「痛い」と言えるようになった事例。養育者と子ど



もの関係の改善により痛みの表出が可能になった事例など、痛みの表出には関係性が関係して
いる場合も伺えた。被虐待児の中には盲腸が破裂するまで何も訴えない事例もあり、こちらは良
好な関係性の不在が痛みの表出を抑制している可能性が伺えた。 
獣医療においては、一般に快活で訓練性が高いと言われるプードルとチワワは痛みや痒みの訴
えが多い犬種であった。一方で、一般に頑固と言われているシーズーは痛みや痒みの訴えは限定
的であった。 
 
 
医療者を対象とした調査 
国内の人気犬種六種を比較したところ、痛みに敏感な犬種は動物病院受診のタイミングが早く、
表出の少ない犬種は受診タイミングが遅いこと判明。犬種による違いは、飼い主の特性が受診の
タイミングを決定するのではなく、犬の特性によって決まることが明らかになった。 
その結果を踏まえ、小児医療においても同様の調査を行った。ここでもある程度疾患によって受
診行動が異なることが示された。 
 
養育者を対象とした調査 
養育者を対象に行った調査からは痛みに敏感な子どもほど病院受診のタイミングが早いことが
示唆された。また、過去にアナフィラキシーを経験しているアレルギー疾患の子ども、超低体重
で生まれた子どもの養育者は一般的に受診のタイミングが早かった。時に不必要な受診も含ま
れていることが伺えた。また痛みの表出が少ないいわゆる鈍麻の子どもの場合は中耳炎などの
受診が遅れる傾向があった。 
 
まとめ 
一連の調査からは、養育者も飼い主も守るべき対象の痛みの表出や受診時の問題行動に応じて
受診行動が変わることが示された。痛みの表出が限定的だと病院受診が遅れる傾向があるため、
養育者は経験から医療者に検査の実施を求める傾向もあった。犬に関しては、痛みを表出しやす
いタイプの飼い主は診察時間が長くなり、多くの質問をする傾向が見られた。 
医療者、獣医療関係者としては、養育者、飼い主に対して、対象となる子どもや動物の特性を説
明し、適切なタイミングでの受診や経過観察を行うことが望ましい。 
 
痛みの表出は生存に関わる重要な機能であるが、人の場合は、特異的な状況において、その表出
が増幅されたり、抑制されることが示唆された。犬の場合は、人との意思疎通を得意とするよう
育種繁殖された犬種は痛みの表出が多く、病院受診の機会も多かった。痛みの表出は人との相互
作用の中で機能するものである。そのため、社会文化的背景が異なる場合はその相互作用の質も
異なる可能性が考えられる。 
 
今後の展開 
応用面ではより的確な受診タイミングについての指導方法と啓発活動が望まれる。また敏感な
個体に対しての診療場面での配慮方法なども検討する必要があるだろう。 
 
基礎研究としては、文化比較などを重ねることで、より基本的なメカニズムについて検討するこ
とが求められる。 
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